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（地優連保証制度）

保証料不要！
地優連地盤品質保証制度のしくみ
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地優連の目的

目的達成のための活動

不同沈下リスクの無い健全な住宅地盤業界へ
→地盤品質を優先しない地盤保証の競合から脱却

・適正な地盤判定基準の提供
統一地盤判定基準による過剰判定、リスク判定の排除

・保証料を上乗せしない品質保証（賠償責任制度）の提供
瑕疵責任は自社が負うとの自覚の基に、破綻しない品質保証
（賠償責任）制度を構築
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地優連保証制度 4つの骨子

厳格な入会条件 統一地盤判定基準

地優連あんしん制度指定PL保険の加入

地優連は、会員地盤会社に対して、
大手損害保険会社によるPL保険（地盤
特約付き生産物賠償責任保険）の加入を
義務付けている
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• 一事故限度額 5千万円または1億円
• 補償期間20年
・地盤品質証明の有効期間と同じ

• 地盤部分の修復（沈下修正）一事故限度額の50％
• 年間包括契約
・物件個々に保険をかけるのではないため、
年間保険料を物件数で均すと一件当たりの金額は小さくなる

地優連会員各社が加入する 「地盤特約付きPL保険」

「保証」を「保険」でほぼカバーできる
地盤保証料不要︕
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主な保険内容



地優連保証制度の内容
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▼地盤品質証明書 ▼地優連あんしん制度証明書 ▼PL保険付保証明書
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３つの証明書



証明書の種類と内容

保証の裏付け概容発行者証明書名

各社が契約する
地優連PL保険
※一社ごとの契約

保証限度額（5000万円）
や有効期間（20年）、保
証範囲、対象建築物など
保証内容を記載した、い
わゆる「地盤保証書」

地盤会社地盤
品質証明書

各社が地優連に
拠出した基金
※保険ではない

地盤品質証明書を発行し
た地盤会社が倒産した場
合、地優連が代わって保
証するという内容を記載
した証明書

地優連
地優連

あんしん制度
証明書

―――
地盤会社が地優連が定め
たPL保険に加入している
という証明書

損保会社PL保険
付保証明書

①

②

③
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①地盤品質証明書

※発行者は地盤会社
地優陣システムから発行
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▶主な保証内容
• 不同沈下等により建物や地盤に修繕が必要になった場合に、法律上の
損害賠償責任に従って原状回復

免責額は無し一事故あたり5000万円保証限度額

基礎着工日から対象地盤業務終了から20年間有効期間

6/1000未満でも沈下進行中
の場合は対象検討

・不同沈下部分の建物傾き
・床、壁、柱に生じた6/1000以
上の傾斜 など

保証範囲

地下室、地下車庫OK、
100kN/㎡以下なら鉄骨、
RCもOK
工場や倉庫は不可

・高さ13m以下、地上3階、地下
1階、延べ面積1000㎡以下、接
地圧100ｋN/㎡以下

・主として専用住宅、店舗併用住
宅、事務所

対象建築物

「地盤品質証明書」解説
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▶調査で改良不要判定も保証対象？
▶地優連以外の会社の調査で、会員が地盤補強工事は？
▶増築部分は対象になる？
▶対象建物、コンビニは？ 保育所は？

「地盤品質証明書」解説 －よくある問い合わせ
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②地優連あんしん制度証明書

※地盤会社が消滅した場合に効力

※発行者は地盤会社
地優陣システムから発行
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▶倒産時保証の裏付けは保険ではないのか？
・地盤会社が倒産等で消滅した場合、満期時にPL保険は失効します。
会社消滅後も保証が出来るようにと作られたのが、基金による「地
優連あんしん制度」です。

▶地盤会社が地優連をやめたら？
・地盤会社が地優連を退会している場合、当該地盤会社が倒産等で消
滅していない限り、地優連あんしん制度の対象とはなりません。

▶地優連がなくなったら？
・万一地優連が消滅した場合、運営母体が無くなるため、あんしん制
度の適用は困難※です。 地優連では既にあんしん制度基金が蓄積さ
れています。今後も健全な運営を続けます。
※地盤会社が発行した品質証明書は有効

「地盤品質証明書」解説 －追加説明
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②生産物賠償責任保険付保証明書

※年1回、保険契約更新時に、保険会社が発行
→コピーを使用する
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住宅建築会社
地盤調査・工事の発注

地優連会員地盤会社

地優陣システムへ登録
調査・工事の実施
調査・工事の承認
地優陣で保証書発行

地優連保証制度の利用

保
証
書
提
出
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・保証申込書不要
住宅建築会社にとっても地盤会社にとっても、保証申込
書が不要なのは便利。特に継続取引の場合には有利

地優連保証制度の利用メリット

簡単手続き

スピーディ対応
・第三者審査無し
地優連の研修を受けた技術者が対応するので第三者審査
は不要

・保証書は自社（地盤会社）で発行
保証書は、自社の地優陣システムから発行できるので、
早い対応が可能
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地盤調査・工事支援システム 「地優陣」
－クラウド型物件管理&報告書作成システム－

調査・工事
案件管理

現場送信
アプリ連動

地盤調査
報告書作成

地盤判定
プログラム

４つの基本機能

▶紙保管から
データ保管へ

▶写真&SWS・
施工データ共有

▶自動作成機能で
時短を実現

▶地優連式
統一地盤判定基準

19



「地優陣」の特徴

▶現場と事務所の即時情報共有

▶SWSデータ入力の不正防止機能▶地優連式地盤判定プログラム

▶調査報告書の自動作成機能
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住宅建築会社への営業ツール

地優連保証制度のご案内
（A3二つ折り）

住宅建築会社向け
地優連のご案内（A4裏表）

地盤品質証明書等
3つの証明書見本

※事務局から無償送付します
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△一般の地盤保証の例
地盤調査費（SWS試験）30,000〜50,000円

＋地盤保証料30,000円＝60,000円〜80,000円

◎地優連会員の地盤保証の例
地盤調査費（SWS試験）30,000〜50,000円
地盤保証料（地盤保証に関する証明書） ０円

差額、１棟当たり30,000円！
※金額はあくまでも概容理解のための例です

地優連保証制度は合理的

保証料不要で経費削減
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地優連ホームページ
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新建ハウジングへの広告

地優連保証制度で品質と安心確保
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